
広島医療情報システム研究会
拝啓 時下、先生方におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、下記の通り「第45回広島医療情報システム研究会」を開催することとなりました。
ご多忙とは存じますが､万障お繰り合わせの上､ご出席くださいますようお願い申し上げます。

謹白
令和元年

12月14日
13:30～17:00

広島赤十字・原爆病院
東棟9階 講堂

(土)
当番世話人

広島市民病院 竹本 弘一
日本鋼管福山病院 谷川 公男

※以下の更新ポイントの対象となっています。（認定番号が必要です）
医療情報技師(申請中) 医用画像情報専門技師(申請中)
医療画像情報精度管理士(申請中)
※研究会参加費として1,000円徴収させて頂きます（ただし学生は無料）。
研究会終了後、情報交換会を予定しております。（当研究会HPから事前申込が必要です）
主催：広島医療情報システム研究会
後援：広島県診療放射線技師会・日本放射線技術学会医療情報部会・日本医用画像管理学会

第45回

【プログラム】 総合司会：広島市民病院 大西 裕之
〈13:30～13:35〉
「開会挨拶」 代表世話人 広島記念病院 加藤 雅士

〈13:35～14:15〉【メーカートピックス】
座長 広島市民病院 杉山 文也

「ヘルスケア分野におけるRPA,AIの取り組み紹介」
富士通株式会社 田村 憲一

「OCDBの紹介」
GEヘルスケアジャパン 宮本 高顕

〈14:15～14:35〉【会員報告】

「HIPRACと4基幹病院におけるシステム連携」
広島がん高精度放射線治療センター 草場 颯

休憩〈15分〉
〈14:50～15:50〉【シンポジウム】

座長 GEヘルスケアジャパン株式会社 大越 厚
「（続）線量管理はどこまで準備が必要か？ In広島」
藤本健一郎(県立広島病院) 神田耕治(広島赤十字･原爆病院) 戸政達之(JR広島病院) 
白井舞（広島市立広島市民病院）石井俊也(福山市民病院) ・・・・・・・その他

休憩〈10分〉
〈16:00～17:00〉【特別講演】

座長 日本鋼管福山病院 谷川 公男
「（仮）OCDB構築経験」

大阪国際がんセンター 川眞田 実

「閉会挨拶」 次回当番世話人 広島赤十字・原爆病院 神田 耕治


